
 

     「門松づくり」12/22（日） 

     立派な門松が完成！（公民館講座） 
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新
し
い
時
代
が
幕
を
開
け
、
初
め
て
の
春
の
訪

れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
天
皇
陛
下
が
譲
位
、
新
天
皇
が
即
位

さ
れ
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へと
変
わ
る
と
い
う

大
き
な
変
革
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
最
近
の
異
常
気
象
は
増
々
深
刻
化
し
て

猛
暑
、
台
風
の
上
陸
、
火
山
の
噴
火
な
ど
に
よ
り

生
活
を
脅
か
す
事
態
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

町
内
は
幸
い
災
害
の
な
い
穏
や
か
な
年
で
し
た

が
、
最
近
の
災
害
は
何
時
何
処
で
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
、
こ
の
こ
と
は
忘
れ
ず
普
段
か
ら
災
害
に

対
す
る
意
識
と
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

私
た
ち
の
町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
様
々
の
行
事
、
事
業
が
進
め
ら
れ
て
来
て
お

り
ま
す
。
昨
年
は
本
陣
山
の
登
山
道
、
北
区
防
火

水
槽
の
整
備
を
瑞
浪
市
の
交
付
金
、
中
山
道
寺

坂
か
ら
東
を
景
観
林
整
備
事
業
に
よ
り
整
備
で

き
ま
し
た
。 

町
内
を
訪
れ
る
人
も
中
山
道
の
散
策
、
「オ
オ

ク
テ
・ツ
ク
ル
テ
」「さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
訪
れ
る
人
も
年
々
増
加
し
、
大

湫
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
は
、
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
新
し
い
時
代

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
も
気
持
ち
を
新
た
に
地
域
の
今
日
的

な
課
題
と
今
後
の
対
策
、
方
針
を
総
合
的
に
ま

と
め
る
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、
お
知
恵
を
い
た
だ

く
た
め
の
機
会
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

最
後
に
、
大
湫
宿
内
の
町
並
み
も
、
空
き
家
と

な
っ
て
い
た
「柏
屋
」「米
屋
」に
新
し
い
住
民
を
迎

え
活
気
が
で
て
き
ま
し
た
。
「新
森
」も
今
年
は
改

修
が
で
き
、
待
望
の
飲
食
店
開
店
も
近
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
少
し
づ
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
内
も

変
化
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
が
地
域
の
課
題
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
そ
の
解
消
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
行
動
に
移
す

こ
と
が
明
る
い
未
来
を
開
い
て
く
れ
る
と
信
じ
、

「ワ
ン 

チ
ー
ム
」で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
明
る
い
幸
せ
な
年
に
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

大
湫
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

 

小
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令
和
新
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確
か
な
未
来
は
、
学
び
知
る
こ
と
か
ら 

公
民
館
館
長 

長
谷
川 

明 

 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
は
、

よ
い
お
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
一
つ
一
つ
の
公
民
館
事
業
の
遂
行
に
力

を
注
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

昨
年
は
、
5
つ
の
台
風
が
上
陸
。
豪
雨
と
洪

水
。
こ
の
災
害
に
よ
り
住
居
を
失
い
、
新
年
を

仮
設
住
宅
で
迎
え
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
、
気
象
の
変
化
が
大
き
く
、

私
た
ち
は
経
験
を
超
え
る
状
況
に
遭
遇
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
「
80

年
こ
こ
で
生
き
て
き
た
が
…
。
初
め
て
の
経
験
」

だ
と
。
気
象
変
動
の
程
度
が
「
則
を
越
え
た
」

「
次
元
が
変
わ
っ
た
」
の
で
し
ょ
う
。
異
常
気

象
の
頻
度
も
100
年
に
一
度
か
ら
数
年
に
一
度

に
変
わ
っ
た
の
で
す
。 

地
球
の
気
候
変
動
は
人
間
に
だ
け
そ
の
影

響
を
与
え
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
省
と

日
本
自
然
保
護
協
会
は
「
里
山
の
チ
ョ
ウ
類
の

40
％
が
減
少
」「
ハ
イ
マ
ツ
の
成
長
が
増
加
」

と
報
告
（
２
０
１
９
／
１１
／
１２

）
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
調
査
に
よ
り
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

か
ね
て
か
ら
研
究
者
ら
は
気
候
変
動
を
予

測
し
、
警
鐘
を
な
ら
し
て
き
ま
し
た
。
時
間
当

た
り
50
ミ
リ
を
超
え
る
大
雨
、
風
速
50
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
風
、
日
本
列
島
を
す
っ
ぽ
り
覆
う

大
型
台
風
、
い
ず
れ
も
想
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

豪
雨
、
干
ば
つ
、
巨
大
台
風
、
竜
巻
、
海
面
上

昇
な
ど
の
現
象
は
、
地
球
の
温
暖
化
と
密
接
な

関
係
が
あ
り
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が

大
き
な
原
因
の
一
つ
と
の
見
方
が
定
説
で
す
。

そ
の
た
め
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
が
喫
緊

の
課
題
と
な
り
、
国
連
の
「
気
候
変
動
に
関
す

る
国
際
会
議
」
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

未
来
に
生
き
る
若
者
も
地
球
温
暖
化
に
大

き
な
関
心
を
寄
せ
始
め
て
い
ま
す
。
ス
エ
ー
デ

ン
の
グ
レ
タ
さ
ん
（
16
歳
）
は
、
温
暖
化
ガ
ス

の
排
出
量
の
削
減
に
消
極
的
な
姿
勢
を
と
る
先

進
国
の
政
治
家
た
ち
に
皮
肉
を
込
め
、
痛
烈
に

批
判
し
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
世
の
人
々
も
避
け
ら

れ
な
い
天
災
か
ら
命
を
守
り
、
被
害
を
少
な
く

す
る
「
減
災
」
へ
と
意
識
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す 公

民
館
事
業
も
伝
統
を
継
承
す
る
と
と
も

に
時
代
の
趨
勢
に
合
わ
せ
た
企
画
の
立
案
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
時
勢
や
天
災
に
も
「
こ
れ
が
定

め
」
と
流
れ
に
身
を
任
せ
諦
め
る
の
で
は
な
く
、

立
ち
向
か
う
姿
勢
や
努
力
が
必
要
で
す
。
学
び
、

知
る
こ
と
に
よ
り
一
人
一
人
の
行
動
が
変
わ
れ

ば
、
自
ら
と
社
会
の
確
か
な
未
来
を
築
く
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

本
年
も
公
民
館
職
員
一
同
、
皆
さ
ま
と
共
に

歩
め
る
よ
う
努
力
し
た
い 

と
思
い
ま
す
。 
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感
謝
の
気
持
ち
で 

三
浦 

順
三 

 

毎
年
４
月
か
ら
９
月
末
ま
で
は
川
、
10

月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
は
海
が
中
心
の

釣
り
。
こ
れ
が
私
の
釣
り
ス
タ
イ
ル
。 

 

今
回
は
海
釣
り
の
話
。
期
待
に
胸
膨
ら
ま

せ
て
仕
掛
け
作
り
、
釣
り
は
そ
の
時
か
ら
す

で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
竿
ケ
ー
ス
に
青
物
用

（
大
物
）
、
万
能
用
、
ス
ペ
ア
ー
用
と
３
本

の
竿
と
タ
モ
、
そ
し
て
仕
掛
の
詰
ま
っ
た
道

具
入
れ
を
納
め
玄
関
に
。
そ
れ
と
は
別
の
大

型
ク
ー
ラ
ー
、
餌
用
ク
ー
ラ
ー
さ
ら
に
生
餌

用
ク
ー
ラ
ー
を
用
意
し
グ
リ
ッ
プ
力
の
強

い
長
靴
も
揃
え
て
玄
関
に
置
き
、
そ
し
て
テ

レ
ビ
で
行
先
の
天
気
、
風
の
強
さ
や
方
向
、

さ
ら
に
温
度
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
。
そ
れ

は
天
候
に
合
わ
せ
た
釣
り
座
と
釣
り
方
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

明
日
の
為
少
し
で
も
多
く
睡
眠
を
と
っ

て
お
き
た
い
が
子
供
の
遠
足
の
前
日
と
同

じ
で
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
。
目
覚
ま
し
時

計
に
起
こ
さ
れ
先
祖
様
に
手
を
合
わ
せ
て

仲
間
と
合
流
、
高
速
道
路
を
乗
り
継
ぎ
途
中

で
朝
食
。
生
餌
と
昼
食
を
調
達
し
や
が
て
釣

り
宿
に
到
着
、
早
速
支
度
を
し
港
か
ら
乗
船
、

こ
こ
ま
で
は
全
員
笑
顔
で
あ
る
。 

10
分
足
ら
ず
で
目
的
の
釣
り
場
に
着
く

や
い
な
や
早
速
釣
り
開
始
。
楽
し
い
楽
し
い

一
日
と
な
る
こ
と
も
、
そ
う
で
な
い
こ
と
も

あ
る
。
時
に
は
15
㎏
超
の
ブ
リ
、
４
㎏
近

い
真
鯛
、
シ
マ
ア
ジ
等
が
釣
れ
る
。
特
に
こ

れ
か
ら
の
魚
は
脂
が
の
っ
て
最
高
だ
。 

 

こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
こ
と
の
出
来
る

環
境
に
心
よ
り
感
謝
又
感
謝
で
あ
る
。
健
康

に
気
を
付
け
な
が
ら
海
、
川
の
魚
さ
ん
と
仲

良
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

 

十
干
十
二
支
の
ス
タ
ー
ト
の
年 

加
藤 

元
・
麻
由
子 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
幸
多
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

干
支
と
聞
き
ま
し
て
思
い
浮
か
ぶ
に
は
、

私
達
夫
婦
が
生
ま
れ
た
昭
和
59
年
は
甲
子

き
の
え
ね

と
い
い
、
十
干
十
二
支
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で

す
。 

 

そ
の
60
年
前
の
甲

子
の
年
、
大
正
13
年
に

完
成
し
た
の
が
甲
子

園
球
場
で
す
。
干
支
の

最
初
で
縁
起
が
い
い
こ
と
か
ら
甲
子
園
と

名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
、
特
別
な
干
支
な
ん

だ
と
密
か
に
自
慢
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
大
湫
に
て
新
生
活
を
始
め
て
３

年
目
に
な
り
ま
す
。 

 

昨
年
は
娘
も
産
ま
れ
、
散
歩
に
出
る
と
み

な
さ
ん
か
ら
声
を
か
け
て
頂
き
大
変
嬉
し

干
支
コ
ー
ナ
ー 
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く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
は
娘
と
共
に

参
加
で
き
る
と
思
う
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま

た
違
っ
た
心
待
ち
が
し
ま
す
。 

本
年
も
家
族
３
人
、
よ
ろ
し
く
お
付
き
合

い
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

             

                    

  

 
 

                 

各地区の新年会・どんど焼き 
足又地区：新年会・どんど焼き 

     1/12（日） 

西 地区：新年会 1/11(土) 

 どんど焼き 1/12（日） 

北 地区：新年会 1/11(土) 

 どんど焼き 1/12（日） 

神田地区：どんど焼き 

      1/12（日） 

＊それぞれ各地区で確認してください。 

公民館講座 

減災と命を守るにはどうしたらよいのか 

防災情報はどう変わったか 

命を守る学びです 

 

  講座日時：令和 2年 1月 30 日（木） 

        13:30～15:00（頃） 

  場  所：公民館第 2研修室（2F） 

  講  師：防災士（木村伸哉） 

       市生活安全課担当者 

   

自
分
の
命
、
誰
が
守

っ
て
く
れ
る
の 

自
分
で
自
分
を
守
る
自
助
や
ご
近

所
と
の
共
助
、
公
助
を
考
え
よ
う 

と
て
も
大
切
な
、
話
だ
よ
。
み
な
さ

ん
、
来
て
く
だ
さ
い
ね 
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令
和
元
年
（
平
成
三
十
一
年
四
月
末
） 

大
湫
町
ニ
ュ
ー
ス
『
十
』 

一
、
十
二
月
吉
日
、
大
湫
公
民
館
の
玄
関
に
、

新
年
が
良
い
年
に
な
る
よ
う
に
、
例
年
通

り
「
お
注
連
縄
の
会
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
っ
て
門
松
と
し
め
飾
り
が
立
派
に

作
ら
れ
た
。 

二
、
七
月
二
十
四
日
、
瑞
浪
市
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
現
職
の
水
野
光
二
氏
が
四
期
目
の

市
長
に
な
ら
れ
た
。
大
湫
宿
の
整
備
に
引

き
続
き
ご
高
配
を
頂
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。 

三
、
三
月
二
十
一
日
、
釜
戸(

大
湫)

の
中
学

校
閉
校
記
念
の
会
が
開
催
さ
れ
た
。
四
月

か
ら
瑞
浪
市
立
北
中
学
校
と
し
て
開
校

す
る
。
大
湫
町
よ
り
足
立
区
長
会
長
を
始

め
、
各
役
職
者
が
参
列
さ
れ
た
。 

四
、
四
月
十
三
日
、「
か
し
わ
屋
」(

故
桐
井

璋
氏
の
旧
宅
を
借
用)

が
開
店
し
、
宿
内

整
備
の
「
地
元
の
み
や
げ
物
店
」
第
一
号

が
出
来
た
。
（
当
分
、
月
二
回
土
曜
日
開

店
） 

五
、
四
月
七
日
、
岐
阜
県
会
議
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
釜
戸
町
の
小
川
祐
輝
氏
が
当
選

さ
れ
た
。
釜
戸
・
大
湫
は
一
体
で
あ
り
、

大
湫
宿
発
展
の
た
め
に
協
力
を
期
待
す

る
。 

六
、
十
月
四
日
、
天
皇
陛
下
の
皇
位
継
承
に

伴
う
「
大
嘗
祭
」
に
使
う
「
米
」
を
収
穫

す
る
祭
祀
「
抜
穂
祭
」
が
、
大
湫
機
械
化

営
農
組
合
が
栽
培
す
る
野
田
で
行
わ
れ

た
。 

七
、
十
月
二
十
六
・
二
十
七
日
、
第
五
回
「
オ

オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
も
多
く
の
来
訪
者
が
あ
り
、
大
盛
況

に
終
わ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
役
さ

れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

八
、
十
一
月
二
十
八
日
、
全
国
よ
り
陶
芸
新

人
作
家
を
集
め
た
「
焼
き
物
ワ
ー
ル
ド
二

〇
一
九
」
で
期
待
の
若
者
作
家
と
し
て
、

大
湫
在
住
の
秋
山
佳
吾
さ
ん
と
他
四
名

が
選
ば
れ
た
。 

九
、 

十
二
月
吉
日
、
大
湫
白
山
神
社
の
イ

チ
ョ
ウ
の
木
が
、
「
瑞
浪
市
の
天
然
記
念

物
」
に
指
定
さ
れ
た
。
樹
齢
二
〇
〇
年
の

葉
に
実
が
付
く
め
ず
ら
し
い
木
で
あ
る
。 

十
、
十
一
月
吉
日
、
大
湫
病
院
よ
り
中
山
道

大
湫
宿
と
近
隣
四
宿
の
陶
板
が
寄
贈
さ

れ
、
公
民
館
の
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
た
。 

 

お
世
話
に
な
っ
た
故
江
口
院
長
を
偲
ぶ

贈
り
物
で
あ
る
。 

選
考
余
文 

 

独
断
と
偏
見
で
選
ん
だ
「
町
づ
く
り
」
の

一
端
で
す
が
、
迎
え
る
新
年
も
大
杉
に
掛
け

ら
れ
た
「
大
し
め
縄
」
の
よ
う
に
、
力
を
合

わ
せ
て
町
づ
く
り
が
出
来 

た
ら
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 

文
責 

天
野
長
三
郎 

  



平成から令和に、誕生したベビー達 

おめでとうございます 
 

（Ｈ31．3月生） 

 Ａ宅 女の子    お父さん：Hさん 

            お母さん：Mさん 
 
   （Ｒ元．5月生） 

  Ｋ宅 女の子     お父さん：Hさん 

            お母さん：Mさん 
 
   （Ｒ元．12月生） 

  Ａ宅 男の子    お父さん：Kさん 

   “現在命名中”  お母さん：Hさん 
   

  （R元．12月生） 

 Ｏ宅 男の子    お父さん：Yさん 

  “現在命名中”  お母さん：Yさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
事
な
、
大
事
な
宝
た
ち
。 

す
く
す
く
育
つ
の
を
願
っ

て
い
ま
す
・
・
・ 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

『
第
87
回
全
国
書
画
展
覧
会
』 

 
 
 
 
 
 
 

○
銅
賞 

瑞
浪
北
中
2
年 

Ｋ
・
Ｙ
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

々 

瑞
浪
北
中
2
年 

 

Ｔ
・
Ｍ
さ
ん 

  

『
８
０
２
０
表
彰
』 

（

80
歳
以
上
で

20
本
以
上
自
分
の
歯
が
残
っ
て
い
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
山
フ
キ
子
さ
ん 

 

『
農
村
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９

』 

 
 

 

○
最
優
秀
賞
JA
と
う
と
組
合
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

棚
橋
義
光
さ
ん 

       

『
新
民
生
委
員
・
児
童
委
員
』 

足
又
地
区 

 
 

奥
村
め
ぐ
み
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
・
北
地
区 

 

大
竹 

悦
子
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
田
地
区 

 
 

三
浦 

早
苗
さ
ん 

 

『
主
任
児
童
委
員
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
湫
地
区 

 
 

小
栗
保
里
恵
さ
ん 

Ｒ1年 12 月 1 日から 

 Ｒ4 年 11 月 30 日まで 

（任期：3年） 



稲荷様入口近辺伐採作業 12/1（日） 

               鳥居の交換作業の邪魔になる程に木や 

西側の木が倒れこんで来ていました。 

鳥居から農免道路辻の間の雑木を伐採整 

              備する計画をたて、旧草刈りボランティア      

              隊と財産区議員・神社総代の総勢 40人余 

              りの方が、12 月 1 日(日)汗を流しました。 

 

 

 

 

 

 

    （ビフォー）          （アフター） 

作業に参加された皆さん、お疲れ様でした。 

 

養蜂組合の蜜源植物植栽事業 12/6（金） 

 岐阜県内の養蜂組合が大湫町財産区や区長会の協力で植栽事業を行いま

した。 

 12 月としては、比較的温かな日となり 

作業がはかどったとか・・・。 

 岐阜県農林課 

の職員・恵那農 

林高校の生徒さ 

んと先生も参加 

され、総勢約 70 

名となりました。 

「割山」と「花の森」の 2ヵ所に分かれ 

淀川ツツジ、アベリア、ツバキ、ヤマザ 

クラ、クロガネモチ、ソヨゴが植えられ 

ました。 

 皆さん、お疲れ様でした。 



リ・アップ“ひよも”だより 
 
 
 
 
 
 

 1 月のお茶のみ会のおさそい 

日 時：1 月 9 日（木曜日） 

9：30～11：00 頃まで 

場 所：ふれあいセンター     

参加費： ５０円 

お待ちしています 

大湫町コミュ二ティ推進協議会 

 

大湫景観協議会（先進地視察） 12/8(日) 

 8 月から 11 月まで行われた「景観住民会議」。写真を見ながらそして、

建物の模型を使って、景色の変化を確認したり、大湫町の今後に向けてど

んな規制・保全をしたらいいのか話し合う会議がワークショップ形式で行

われてきました。 

 12 月は景観先進地「愛知県豊橋市二川宿」を視察。大湫町からは、35名

が参加しました。旧東海道二川宿は歴史的な街並みを活かした景観形成を

図る区域として 3 つのまちづくり団体が修景に取り組んでこられた宿場で

す。 

           参加された皆さんから寄せられたアンケート(抜

粋)は回覧しますので、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

一
月
の
俳
句 

山
口
雪
子 

記
憶
と
て
約 つ

ま

し
き
亡
母

は

は

の
十
二
月 

故
郷
は
信
濃
と
い
ふ
夫
胡
桃

く

る

み

割
る 

 

天
野
辰
代 

秋
霖

し
ゅ
う
り
ん

や
俳
句
添 そ

へ
ら
れ
返
事
来
る 

托
鉢
も
住
職
自
ら
師
走
か
な 

 

   

 

  

曜日が違うから、間違う内でね…！ 

の
れ
ん
を
付
け

た
り
し
て
考
え

て
あ
る
な
ぁ 

何言っとるのぉ、大湫宿は

みんな屋号付取るにぃ！ 

建物の色がそろっとる

だけで、統一感がある 



大しめ縄飾りづくり 12/15（日） 

 大湫町コミュティ推進協議 

会（まちづくり）団体『お注 

連縄の会』メンバーを中心に 22

名の男衆が 9月に行われた「神

明神社の大杉」用の大しめ縄に

続き、公共施設（大湫公民館）

の玄関に立派な大しめ縄飾り

を作ってくださいました。 

 「この伝統を絶対に絶やしち 

ゃいかん」と頑張って下さる皆さんに続く若者が現れるのを待つばかり！ 

参加された皆さん、ありがとうございました。そして、お疲れ様でした。 

 

 

門松づくり 12/22（日） 

                天気が心配されましたが、絆は強し！ 

               今年は大勢の男衆が集結。 

                大湫公民館・丸森・ふれあいセンター 

               に立派な門松が・・・。 

                これも「大しめ縄」と一緒で大湫町に 

                        とって大切な伝承技 

                        術です。 

                         絶えることなく引 

                        き継がれることを願 

                        っています。 

 

 

 

 

 

 

 

立
派
な

門
松
で

す
ね 

おお、こっ
ちもいいね
ぇ…！ 

訪
れ
る
人
か
ら
褒

め
ら
れ
ま
す 

大湫公民館 

丸森 ふれあいセンター 



自然との一期一会をご一緒に 

―自然保全委員会の活動を振り返って― 

「瑞浪市文化財指定書」が交付されたのは 2019 年 11 月 22 日。白山神

社のお葉つきイチョウが「史跡名勝天然記念物（植物）」となりました。か

ねてから自然保全委員会が働きかけていました。 

町内の「オオキンケイギクの駆除」に取り組んだのは、6 月でした。今

や市内でも 19 号線バイパスをはじめ、各所で見られます。町内でも農免道

路沿いなどに咲き、生育域を拡大しつつあります。この植物は「特定外来

生物」に指定され、栽培・運搬などが禁止されています。市の援助と町民

の参加も得て、その駆除活動をおこなったのです。 

委員会のメンバーだけでなく、町外からの参加もいただいた調査活動が

「モニタリングサイト 1000」。これは決められたコース、およそ 2 ㎞を定

期的に回り、コース周辺の植物とチョウ類を 5 年間調査します。息の長い

活動です。 

調査では毎回新しい出会いがあります。新種が見つかるわけではありま

せんが、「あれー。こんなところに◯◯があった」「先月は気が付かなかっ

たよね」。時には、こんな副産物も。「このキノコ、アミタケ？」「ヌメリイ

グチじゃない？」「いいダシでるよ」 

近年「過大に発達した私たち人間の行為が一方的に生物種に影響を与え」、

たくさんの生物が絶滅し続けているのでは、との危機意識が生まれてきま

した。この危機感から「新・生物多様性国家戦略」が誕生したのが 2003

年。そして具体的な方針として打ち出されたのが、「モニタリングサイト

1000 (重要生態系監視地域モニタリング推進事業)」でした。日本の多様な

国土から、森林・草原・里地里山・湖沼湿地などに区分し、長期（100 年

間）に亘ってデータを集めようとする事業です。この調査は環境省の「生

物多様性センター」が取り組み、5 年を一期とし 3 期 15 年の調査が済んだ

ところです。この調査結果が 2019 年 12 月に公表されました。 

大湫自然保全委員会がこの調査に参加することを決め、手を挙げたのが

2017 年でした。そして 18、19 年の 2 年間調査を実施してきたところです。

この間の調査からは、大湫の生きもの（植物や蝶）の変化を語ることはで

きませんが、「同じ場所を、長い間見続ける」ことで変化が掴めるかもしれ

ません。 

2020 年も自然保全委員会は、参加される皆さんとスクラムを組み「ワン

チーム」となって活動できると思っています。皆さんご一緒にどうぞ。 

大湫自然保全委員会 （文責 長谷川 明） 



丸
森
よ
り 

 

 
 

 

 

無
事
に
三
周
年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
と
職
員
一
同 

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

大
湫
宿
を
訪
れ
る
人
と
接
し
、
お
も
て
な
し
・
お
話
を
し
て
い
る

と
大
湫
宿
の
良
さ
を
感
じ
ま
す
。 

一
、
東
の
十
三
峠
の
道
は
、
車
の
通
り
抜
け
が
で
き
な
い
こ
と
、
整 

備
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
で
旅
人
に
と
っ
て
安
心
し
て
歩

け
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
山
坂
で
苦
し
い
道
の
り
の
後
、
寺
坂

を
超
え
る
と
大
湫
宿
が
開
け
る
こ
と
に
感
動
さ
れ
ま
す
。 

一
、
西
の
琵
琶
峠
へ
足
を
運
べ
ば
、
歴
史
的
な
石
畳
を
歩
く
こ
と
が

で
き
、
車
の
時
で
も
八
瀬
沢
方
面
の
駐
車
場
か
ら
な
ら
石
畳
や

一
里
塚
を
体
験
で
き
ま
す
。 

一
、
宿
内
に
入
る
と
、
町
並
み
は
馬
籠
・
妻
籠
の
よ
う
に
そ
ろ
っ
て

は
い
な
い
が
、
昔
の
建
物
が
あ
り
現
代
の
生
活
が
あ
り
…
…
と 

歴
史
の
変
化
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
大
湫
宿
の
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
も
良
い
そ
う
で
す
。 

一
、
千
三
百
年
の
大
杉
、
観
音
堂
、
秋
祭
り
の
山
車
・
神
輿
等
、「
大

湫
宿
に
は
過
ぎ
た
る
も
の
」
と
言
わ
れ
る
貴
重
な
歴
史
的
遺
産

が
３
５
０
ｍ
ほ
ど
の
宿
内
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
見
て

知
っ
て
も
ら
う
よ
う
案
内
を
し
て
い
ま
す
。 

一
、
令
和
元
年
度
は
、
大
湫
宿
の
四
季
を
ド
ロ
ー
ン
で
空
中
か
ら
撮

影
し
、
ま
た
、
年
中
行
事
や
中
山
道
大
湫
宿
の
様
子
も
映
像
に

撮
っ
て
き
て
い
ま
す
。
二
月
末
に
は
観
光
PR
用
の
ビ
デ
オ
と

し
て
ま
と
め
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
、
更
な
る

大
湫
宿
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

謹
ん
で
新
春
の 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

 

 
 

 
 
 

 
 

施
設
長 

玉
置
憲
政 

年末年始休館日 

  １２月２８日～１月４日 



大湫宿から 
 

“百人一首で遊んでみませんか” 
＊初級の部             ＊中級の部 

      
五色百人一首を使って           一般の百人一首を使って 

20 枚ずつで競います        100 枚で競います 
 

（いつ）   令和２年 １月１３日（祝）  １０時から１１時ごろまで 
 

 （ぜんざいのサービスをします） 
 

 

（集合場所）  大湫町丸森邸に 10 時までに 

（駐車場）   旧大湫小グランド or 旧大湫小校舎跡 
 

“手作りたこを作ってみませんか” 
 

 

 

 

 

 
 

 

   ダイヤだこ        角だこ        デルタウィング 
  

（いつ）   令和２年 １月１９日（日）  １０時から１１時ごろまで 
 

＊子供たちの材料は準備します。 

＊絵を描く人は丸森へ紙を取りに来てください。 
 

（集合場所）  大湫町丸森邸に 10 時までに 

（駐車場）   旧大湫小グランド or 旧大湫小校舎跡 
 

予約・問合せ   

大湫宿丸森邸 ☎ ０５７２－６３－２４５５ 

昔遊びのおさそい 



 

 

ネズミ年に寄せて―大人の生物学 
 

今年は子年。会員を増やすことで利益を上げる「ネズミ講」や「鼠算式に増え

る」は、ネズミの多産に例えたものです。会員が増えていく間は利益が約束され

ても、その拡大が止まれば破綻。人の数は限られているので必ず破綻します。子

どもの数が減り、制度の維持が難しくなってきた「年金制度」と似ているような。

人口構成がピラミッド型を維持していくことを前提としていたのでしょうか？ 

「コマネズミ」のように働き、年金をあてにした老後の人生設計。年金額削減、

支給開始の繰り延べ、医療費が一割から二割負担に増大、等々。人生設計が狂い

始めています。どれもこれも少子化か?! だが、少子化、高齢化は予想可能だっ

たはずです。 

ネズミは愛らしい動物。だが天井裏でゴソゴソされ、睡眠妨害で嫌われること

も。彼らが媒介する病気も侮れません。中世ヨーロッパで恐れられたペストは、

このネズミが媒介。賢いネズミに食料が掠（かす）め取られるため、ネズミ返し

は弥生時代の高床式倉庫にも取り付けられていました。今もネズミとの知恵比べ

が続いています。 

ネズミは人にとってやっかい者。だが感謝してもしきれないほどの恩がありま

す。実験動物としての役割です。ラットもマウスも日本ではネズミとして一括り。

マウスは小型。ラットはマウスより何倍も大きい。マ

ウスは、ほとんど人を見分けることができませんがラ

ットは違います。 

性質が穏やかで人にもよく慣れるラット（シロネズ

ミ）は、世界中でひろく用いられている代表的な実

験動物。しかし、その起源はわかっていませんでし

た。 

ラットが実験動物化された19世紀後半、あるいはそれ以前に、まだら模様の

ラットを繁殖させる過程でシロネズミが出現したと考えられます。このシロネズ

ミはメラニン色素を作り出すことができないアルビノ。眼底の血流が外から見え、

赤い眼をしています。医学の進歩に、このラットが果たした役割は計り知れませ

ん。子年にあたってこのねずみさん達に、感謝！感謝！ 
 

文責 長谷川 明 

マダラネズミの変異によるシロネズミ 



                    

                    

                    

今
日
は
、
い
つ
も
太
鼓
練
習
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
公
民
館(

講
堂)

の
掃
除
を
し
た
よ 

今
年
は
色
々
体
験
し
た
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
「
志
多
ら
」
と
の
共

演
は
最
高
だ
っ
た
な
ぁ
…
！ 

そうだね、文化セ
ンターでスポット
ライトあびて、気
持ちよかったね 

お芋もいっぱ

い掘ったよね 

そうだったねぇ～ 



  
オススメ！大湫分室の本 

『おくすり晩酌』 

大友郁美：著 

 がんばった日に家でホッと一息。

お酒とおつまみで晩酌はいかがです

か？この本では、薬膳の知識を取り

入れたレシピを紹介しています。お

いしく心と体をいたわりましょう。 

ご招待券あります（各2名様） 

『小村雪岱
こむらせつたい

スタイル  

江戸の粋から東京モダンへ』展 

期間：R２年２月１６日まで 

場所：岐阜県現代陶芸美術館 

『昭和、美濃の陶工 林 景正展』 

期間：R２年２月２４日まで 

場所：土岐市美濃陶磁器歴史館 

＊詳しくは公民館まで63-2360 

青色回転灯防犯パトロール 

1 月のパトロール予定者 

 
1/上旬：玉置憲政,香山四一 

1/下旬：渡辺隆吉,西山春義 

月に 2 回パト

ロールしてま

す！ 

ＪＲ釜戸駅の 

窓口営業時間変更 

 令和 2年 4月 1日から釜戸駅の

営業時間が変わります。 
 

「現在」7:10～12:00/13:00～16:20 

「R2 年 4 月 1日から」7:10～11:50 

（短縮営業になります） 

＊切符や定期券などをお買い求め 

の際は、注意！ 

＊大湫宿お休み処 

Ｒ2 年 3 月までの営業はお休みさせていただきます。 

これからも、お客様に美味しい五平餅を提供できるようスタ 

ッフ一同努力してまいりますのでよろしくお願いします。 

 

＊おしゃべりサロン「こぶし」（100 円コーヒー） 

1月営業日 第 2・第 4土曜日です。 

営業時間 AM9：00～AM11：00  

                営業場所 ふれあいセンター   

デマンド交通 

利用者(大湫～日吉東部) 

11 月：40 便 延べ 59 名 

 

皆さん、もっともっと利用

してください。 

利用者が少ないと、運行本

数が減ってしまうかも…！ 



区
長
日
記 

 
 

 

令
和
元
年
は
、
何
と
い
っ
て
も
新
し
い
時
代
の
出
発
点
で
し
た
。

大
湫
町
と
し
て
も
５
月
に
丸
森
を
中
心
に
記
念
事
業
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
夏
祭
り
・
例
大
祭
・
「
オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
」
な
ど

装
備
を
一
新
し
て
の
行
事
に
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
ま
し

た
。 自

治
活
動
の
要
で
あ
り
ま
す
消
防
防
災
に
つ
い
て
も
、
９
月
の
避

難
誘
導
訓
練
や
11
月
の
整
備
さ
れ
た
防
火
用
水
を
活
用
し
て
の
総

合
防
災
訓
練
な
ど
、
市
内
の
模
範
と
言
え
る
諸
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
が
で
き
、
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
一
方
で
は
、
豚
コ
レ
ラ
の
蔓
延
や
、
農
協
大
湫
事
務
所
の
存

続
問
題
な
ど
新
し
い
課
題
も
山
積
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
住
ん
で

良
か
っ
た
住
み
続
け
た
い
と
思
わ
れ
る
、
永
続
性
の
あ
る
大
湫
町
・

大
湫
宿
と
し
て
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
鋭
意
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

町
執
行
部
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
大
湫
小
学
校

跡
地
へ
の
顕
彰
記
念
碑
の
整
備
や
、
更
に
は
中
山
道
大
湫
宿
の
景
観

協
議
を
契
機
と
し
た
、
町
全
体
の
振
興
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

区
長
会
長 

足
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

12
月
1
日 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
草
刈
り
隊
「
雄
伯
稲
荷
周
辺
整
備
」 

 
 

2
日 

Ｊ
Ａ
大
湫
事
務
所
問
題
懇
談
会 

6
日 

 

岐
阜
県
養
蜂
組
合(

蜜
源
植
物)

植
栽
事
業 

 

 
 
 
 
 
 

定
例
区
長
・
幹
事
会 

8
日 

景
観
協
議
会
先
進
地
視
察
「
東
海
道
二
川
宿
」 

9
日 

中
仙
道
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
懇
談
会 

11
日 

「
オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
」
反
省
会 

14
日 

小
川
県
議
「
県
政
報
告
会
」 

15
日 

秋
葉
神
社
例
大
祭
・
足
又
地
区
危
険
木
撤
去
作
業 

16
日 

交
通
安
全
街
頭
指
導 

17
日 

自
治
連
合
会
・
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会 

22
日 

大
湫
町
景
観
協
議
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

23
日 

自
然
保
全
委
員
会
反
省
会 

27
日 

臨
時
区
長
・
幹
事
会 

28
日 

消
防
団
年
末
特
別
夜
警
訪
問 

31
日 
年
越
し
そ
ば
打
ち
・
越
年
マ
ラ
ソ
ン 



 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  

            

 

   

編
集
後
記 

 
 

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご 

ざ
い
ま
す
。
広
報
委
員
一
同
、
心
か
ら
新
年
の
お
祝 

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
元
年
、
平
成
と
令
和
の
二
度
、
元
号
が
変
わ 

る
節
目
に
立
ち
会
っ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
伝
統 

儀
式
を
目
に
し
、
改
め
て
歴
史
・
文
化
の
重
さ
や
奥 

深
さ
に
感
動
し
た
の
で
は
・
・
・
！ 

 

広
報
委
員
会
は
、
今
年
も
見
や
す
く
・
読
み
や
す 

 
 

い
人
情
味
あ
ふ
れ
る
情
報
誌
と
し
て
、
皆
様
と 

共
に
歩
み
つ
づ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

皆
様
に
と
っ
て
笑
顔
の
年
と
な
り
ま
す 

 
 

 
 

よ
う
に
・
・
・ 

 
 

 

ｙ 

   

編 集 発 行：大湫町コミュ二ティ推進協議会 広報委員会 

令和 2 年 1 月 1 日   瑞浪市大湫町 422-1  ℡0572(63)2360 

http://okute-shuku.jp/ 

 

三
〇

二
五

一
七

一
三

一
二

一
一

十 九 八 七 六 五 一 日

木 土 金 月 日 土 金 木 水 火 月 日 水 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会

公
民
館
講
座

「
命
を
守
る
防
災
講
座

」

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

竜
吟
幼
児
園
家
族
参
観
日

定
例
区
長
・
幹
事
会

＊
成
人
の
日

瑞
浪
市
成
人
式

足
又
地
区
新
年
会

各
地
区
ど
ん
ど
焼
き

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

西
・
北
地
区
各
新
年
会

大
湫
小
顕
彰
碑
建
立
相
談
会

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

幼
小
中
学
校
始
業
式

財
産
区
全
員
会
議

伊
勢
神
宮
初
詣

市
出
初
式

伊
勢
神
宮
初
詣

＊
元
旦

予
　
　
　
定

令
和
二
年
一
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：1/23(木)不燃ごみ：1/9(木)


